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調査概要

1

▍調査目的
 新河岸川流域水循環アクションプランでは、以下を目的にフォローアップを行う。

① 新河岸川水循環マスタープランの点検
② 新河岸川流域水循環アクションプランの取り組み（アクション）の進捗管理、見直しの判断

▍調査項目

調査対象年度調査項目調査対象

• 2023（令和5）年8月時点
• 2023（令和5）年8月時点
• 2023（令和5）年8月時点
• 2023（令和5）年6月

• 総合治水や水循環の理解度
• 浸水被害の印象
• 水質や水量、河川景観の印象
• 水循環健全化の取り組み
• 身近な川の一斉調査

市民が主体となる取り組み
（市民）

• 2022（令和4）年度• 水循環健全化の取り組み市民が主体となる取り組み
（市民団体）

• 2022（令和4）年度• 水循環健全化の取り組み行政が主体となる取り組み

• 2022（令和4）年度• 水質
• 地下水位

流域状態量



市民が主体となる取り組み（市民）



流域治水や水循環の理解度

3

 流域治水の認知度は27%、水循環の認知度は37% です。
 新河岸川流域の半数以上の方が、流域治水や水循環の言葉を聞いたことがないという状況です。

（N=430） （N=430）

27% 37%

“流域治水”についてどの程度ご存知ですか。 “水循環”についてどの程度ご存知ですか。

参考｜経年変化

▼調査期間｜2023年8月22日（火）～8月24日（木） ▼調査対象｜性別・年代・流域ブロックの割合で割り付けた 20代以上の住民430 サンプル ▼調査方法｜民間ネット調査
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3%

23%

33%

22%

19%

全域
不安を感じている

やや不安を感じている

どちらともいえない

あまり不安を感じない

不安を感じない

2% 2%

8%

88%

全域
床上浸⽔の被害にあったことがある

床下浸⽔の被害にあったことがある

⾃宅は浸⽔被害にあっていないが、周り
の道路や畑が⽔浸しになったことはある

⾃宅も周辺の道路等も浸⽔被害にあって
いない

浸水被害の印象
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 浸水被害（床上・床下）の経験者は4%です。
 水害に対して不安を感じている方は26%です。

（N=430） （N=430）

4%
26%

▼調査期間｜2023年8月22日（火）～8月24日（木） ▼調査対象｜性別・年代・流域ブロックの割合で割り付けた 20代以上の住民430 サンプル ▼調査方法｜民間ネット調査

現在、お住まいのお宅で床上・床下浸水などの
被害にあったことはありますか。

現在、お住まいの地域で河川の氾濫などの水害
について、どのように感じていますか。

参考｜経年変化参考｜経年変化
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平成 28 年台風 9 号
（浸水被害 発生）

平成 29年台風 21 号
（浸水被害 発生）

平成 28 年台風 9 号
（浸水被害 発生）

平成 29年台風 21 号
（浸水被害 発生）
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【⿊⽬川流域】

7%

47%
22%

24%

【砂川堀流域】

16%

54%

19%

11%

【本川流域】

8%

27%

33%

32%

【柳瀬川流域】

14%

39%
26%

21%

【不⽼川流域】

15%

38%26%

21%

【⽩⼦川流域】

11%

39%

26%

24%

全域

水質の印象
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 水質の印象は流域によって異なり、黒目川流域や柳瀬川流域では濁りがない（≒綺麗）と感じている方が多くいます。
 一方で、新河岸川本川流域では濁りがある（≒汚い）と感じている方が多くいます。

近くの河川の水質の状況はど
のような状況ですか。

▼調査期間｜2023年8月22日（火）～8月24日（木） ▼調査対象｜性別・年代・流域ブロックの割合で割り付けた 20代以上の住民430 サンプル ▼調査方法｜民間ネット調査

濁りがありゴミも浮いていて汚い

濁りがある

濁りはないがゴミが浮いている

濁りやゴミがなくきれい

（N=430）

64%

65% 70%

全域
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20%

59%

14%
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18%

【柳瀬川流域】

15%

47%

14%

24%

【不⽼川流域】
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12%

67%

10%

10%

【⽩⼦川流域】

15%

57%

14%

14%

全域

河川水量の印象
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 他の流域に比べて、不老川流域や柳瀬川流域では河川水量が少ないと感じる方が多くいます。

（N=430）

お住まいの地域の河川の
水量について、どのような
印象をお持ちですか。

普段から多いと感じる

時々多い（普段はちょうどよい）と感
じる
ちょうどよいと感じる

時々少ない（普段はちょうどよい）と
感じる
普段から少ないと感じる

▼調査期間｜2023年8月22日（火）～8月24日（木） ▼調査対象｜性別・年代・流域ブロックの割合で割り付けた 20代以上の住民430 サンプル ▼調査方法｜民間ネット調査

38% 36%

 平常時水量が少ない
 瀬切れが発生する

 支川の空堀川では平常時水量
が少なく、瀬切れが発生する

全域



3% 5%

68%

18%

6%

全域

河川景観の印象

（N=430）

4%

7%

63%

15%

11%

【⿊⽬川流域】
1%

4%

70%
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10%

【砂川堀流域】

3% 3%

81%

13%

【本川流域】
1%

7%

61%

24%

7%

【柳瀬川流域】
3%

6%

65%

19%

7%

【不⽼川流域】

7%
1%

68%

20%

4%

【⽩⼦川流域】

▼調査期間｜2023年8月22日（火）～8月24日（木） ▼調査対象｜性別・年代・流域ブロックの割合で割り付けた 20代以上の住民430 サンプル ▼調査方法｜民間ネット調査

悪くなった

少し悪くなった

どちらともいえない

少し良くなった

良くなった

 河川景観の印象はどちらともいえないが68%と大部分を占めています。
 流域別では、前述の水質印象があまり良くない本川流域ではどちらともいえないが81%と突出しており、他の流域と傾向が異

なります。

7

81%

全域

お住まいの地域の河川周
辺の景観について、住み始
めた当時の印象と比べてど
のようになったと感じていま
すか。



水循環健全化の取り組み

8

 日頃から取り組みでは、「ハザードマップを確認する」や「河川に油が流れないようにする」が多い。
 しかし、今後取り組んでいきたいと思うものでは「特にない」が最も多い。

水循環の健全化の必要性や日々の取り組みが水循環健全化につながることを理解してもらう必要がある。

水循環の健全化のために、日頃から取り組まれ
ているものをすべてお選びください。
（複数選択可）

水循環の健全化のために、今は行っていないが、
今後取り組んでいきたいと思うものをすべてお選
びください。（複数選択可）
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気象情報や⽔位情報の収集先を知っている

節⽔型のトイレやシャワーを使う

油汚れは紙でふき取ってから洗い、河川に油が流れないようにする

⽔質や⽔環境の⼀⻫調査に参加する

河川の掃除を⾏う

川まつりなどの地域のイベントに参加する

その他（具体的にご回答ください）

特にない

▼調査期間｜2023年8月22日（火）～8月24日（木） ▼調査対象｜性別・年代・流域ブロックの割合で割り付けた 20代以上の住民430 サンプル ▼調査方法｜民間ネット調査



身近な川・里川の一斉調査
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 2023年6月3日に「身近な川・里川の一斉調査」が行われ、市民及び市民団体の方に参加いただき、新河岸川流域の約200地
点で水質調査が行われました。



市民が主体となる取り組み（市民団体）



１．主な活動内容
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活動内容
ブロッ
ク名

白子川向山遊水地の清掃

白子川
ブロッ
ク

ゴミ拾い、花壇手入れ

生き物調査、観察（最多捕獲指標水生生物はカワニナ類
指標生物も着実に向上）

サンプル水の採水、COD等各種の分析

わこらぼ祭りに青空水族館を共同出店（親子連れ31組が
来訪）

和光市環境づくり市民会議及び同環境審議会等でも積極
的に活動

埼玉県朝霞県土整備事務所の仲立ちで始まった東洋大学
理工学部青木研究室とのコラボは順調に進捗。
（同研究室は日の出橋近くの落差工に設置した簡易魚道
に関するアユ遡上実験の成果を学会発表し、又越戸川ま
つりにも出展。）

他団体との交流はほぼ従来通りに回復した。（一例とし
て2月26日新河岸川流域川づくり連絡会主催の第18回川で
つながる発表会の交流会に出展）

 市民団体の主な活動内容は以下のとおりです。

活動内容
ブロッ
ク名

水質調査、ゴミ調査、底生生物調査

柳瀬
川・砂
川堀ブ
ロック

野菜作り、畑周辺の自然環境の維持

狭山丘陵 雑木林の保護、落ち葉掃き、自然観察

川の清掃作業及び分別作業

川で採集した生物の紹介と、ふれあい体験

全国一斉水質調査に参加、12地点で調査

新河岸川流域内の市民団体・学生・先生が活動発表

北川で採れた魚の展示、北山公園で採れた外来生物の展
示（4月～10月）

北川カヌー遊び、北川ウォーク、北川水族館、ザリガニ
釣りなど

高校生が北山わんぱく夏まつりでのボランティア体験を
発表

自由学園キャンパスでの高精度水文・気象観測（7要素で
気象庁基準適合）、データ統計と情報発信

黒目川
ブロッ
ク

校内観測井での地下水位観測（36地点）、校内含む立野
川、落合川、黒目川での水質（60地点）・流量観測（9地
点）

自然河岸の浸食が進行している校内立野川の保全のため
の測量調査結果について報告

水循環の健全化に資する学校・市民活動を想定した調査
手法の開発と提案



2．活動状況写真
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▍美化作業 ▍総合学習支援 ▍全国水生生物調査

▍校内・市内定期調査-電磁流速計を
用いた流量観測

▍水質調査 ▍北山わんぱく夏まつり

 報告いただいた活動状況の写真（抜粋）を示します。



3．活動にあたっての課題・感想など
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課題・感想ブロック名

若手が少ない、人手の不足。

白子川ブロック
継続する魅力のある活動につながっていない。

①会員増加対策、②後継役員対策、③活動 資金対策 クラウドファンディングを含む、④川 まつり対応 プログラム 、出展 ・出店
見直 し、⑤オンライン対応 、 ＨＰ開設、⑥ その他 を課題として対策をとりたい。

人手が足りない、会員の高齢化。

柳瀬川・砂川堀
ブロック

高齢化しており本来の活動目的とはやや離れているのでできればこの活動から手を引きたい。

子供たちを対象にした川の観察会では、川の清掃が川の環境を守るばかりでなく、海の環境・生態を守ることにつながることを教
えています。

個々の活動について、次世代への継承が課題。

水循環の健全化のためには定量的な把握と評価が不可欠と考えられるが、ローカル（ミクロ）スケールでの水循環にかかわる統
合的なデータベースが存在しないことが課題。

黒目川ブロック
東久留米市域における水文・水質データは、都、市の各部局が雨量、水位、地下水位、水質、流量等を個別的に観測しているが、
それらが統一的にまとめられることなく散逸しているのが現状。

取得されている公的なデータが水文・水質DBのようなプラットフォームに掲載されれば、学校・市民活動レベルでの調査の合理
化、またデータを活用した調査・研究が円滑になると考える。

 活動にあたっての課題・感想などは以下のとおりです。



行政が主体となる取り組み



MP基本方針1 人命被害や社会経済被害を極力軽減する安全・安心な社会の構築
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 MP基本方針1では、一部未実施の取り組みがあるものの、概ね取り組みが実施されている。
 防災や避難に関わる取り組みにおいて、昨年度よりも拡大して実施されているものが多い。
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MP基本
方針

MP計画目
標

NO AP計画目標

1 緑地・農地の保全、自然地の質の
向上

2 雨水貯留・浸透施設の普及
3 土地利用の規制、誘導（宅地造成

の抑制等）
4 防災調節池の整備
5 下水道対策（貯留管の整備等）の

推進
6 流域一帯となった内水対策（内水

排除ポンプの整備等）
7 超過洪水（気候変動による大雨）

への適応策
8 河川、水路の改修
9 堆積土砂・ヘドロ等の浚渫、抑制

10 自然地の質の向上
11 河道内樹木の適正管理
12 内水氾濫の軽減
13 流出抑制意識の啓発
14 水防災意識の啓発
15 洪水時の安全な避難確保
16 流域一帯となった防災訓練、水防

訓練、水災に対する危機管理訓練
17 ハザードマップの作成・周知・見直

し
18 情報収集・連絡体制の整備
19 住民等の行動につながるリスク情

報の周知
20 避難行動を促すためのﾘｱﾙﾀｲﾑ情

報の提供やﾌﾟｯｼｭ型情報の発信体
制構築（水位計の設置等を含む）

21 事前の行動計画（タイムライン等）
の周知、作成

22 マイタイムラインの周知
23 水害時の避難経路の整備
24 災害用井戸の指定・活用
25 防災教育・河川環境教育
26 河川施設の役割について地域住

民の理解を深める活動
27 災害拠点病院・大規模工場等へ

浸水リスクの説明と水害対策等の
啓発活動

28 自主防災組織の活性化および防
災リーダーの養成

29 堤防復旧、排水活動の各種計画
策定

１．人命
被害や
社会経
済被害
を極力
軽減す
る安全・
安心な
社会の
構築

①総合治
水対策の
推進

②水防災
意識社会
の実現

0% 50% 100% 0% 50% 100% 0% 50% 100%0% 50% 100%0% 50% 100%

流域全体 新河岸川本川 不老川 柳瀬川・砂川堀 黒目川 白子川

MP：マスタープラン、AP：アクションプラン

： 昨年度よりも拡大して実施した ： 実施していないが、これから5年以内に実施する予定
： 昨年度と同程度で実施した ： 実施しておらず、今後の予定もない

※空白部分は、APに取り組みが位置づけられていません。



0% 50% 100%
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42

43
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45
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0% 50% 100% 0% 50% 100% 0% 50% 100%0% 50% 100%0% 50% 100

MP基本方針2 自然環境が保全され人間社会の営みとの適切なバランスを保つた水循環系の実現
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 MP基本方針1では、一部未実施の取り組みがあるものの、概ね取り組みが実施されている。
 ただし、「42 老朽化した下水道管の更新」に取り組めていないブロックもある。

流域全体 新河岸川本川 不老川 柳瀬川・砂川堀 黒目川 白子川
MP基本

方針
MP計画目

標
NO AP計画目標

30 雨水浸透施設の普及
31 地下水の保全と管理（モニタリン

グ）、地下水揚水の適正化
32 雨水の利用促進（生活用水、環境

用水など）
④適正な
水利用の
推進

33
湧水の保全

34 瀬切れ対策の検討
35 自然挙動の調査研究
36 節水の推進・意識啓発
37 河川流量の確保・水質の保全
38 緑地・農地（水田、畑）の保全（緑

地の公有地化等）、自然地の質の
向上（森林の手入れ等）

39 沿川の水田の保全、営農支援
40 公園の整備
41 下水道整備の推進、高度処理の

導入
42 老朽化した下水道管の更新
43 合併処理浄化槽の推進
44 工場排水の規制、監視の強化（企

業の環境活動の推進）
45 生活排水対策の推進（浄化槽の

維持管理の啓発・補助など）
46 農地での施肥の適正化

⑤豊かで
清らかな
ながれの
確保

２．自然
環境が
保全さ
れ人間
社会の
営みと
の適切
なバラ
ンスを
保つた
水循環
系の実
現

③地下水
涵養の促
進

MP：マスタープラン、AP：アクションプラン
： 昨年度よりも拡大して実施した ： 実施していないが、これから5年以内に実施する予定
： 昨年度と同程度で実施した ： 実施しておらず、今後の予定もない

※空白部分は、APに取り組みが位置づけられていません。



流域状態量
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 新河岸川流域の水質は、全川を通して昭和後期から大幅に改善され、近年では各地点で環境基準値（C 類型：BOD5mg/L）
を達成しています。これは下水道の普及に伴うものであり、平成11（1999）年以降もその傾向が見受けられます。

 下水道の整備が概ね完了したことから、近5 年程度の水質は横ばいとなっています。
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地下水位
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 水循環において地下水の現状は重要な要素です。新河岸川流域内では、地下水位の観測を行っています。
 観測結果例をみると、夏季から地下水位が上昇し冬季に地下水位が低下する傾向が確認できます。
 最近の17年間（2005 年～2022年）では、いずれの地点でも地下水位は概ね安定しています。


